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● ３月１日現在人口：72,448人 前月比   －78人
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インクを付けて「ぺったん！」
大きくなった手形にママ笑顔
　３月14日、北町児童館で「みんな
大きくなったね会」が開かれ、親子
13組が参加しました。かわいらし
いカードに子どもの手形を取り、
好きな遊びや食べ物、将来の夢な
どを記入。成長を実感できるこの
催しはお母さんたちに大好評です。
また来年の成長が楽しみですね。
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市
で
は
、今
年
度
も
、皆
さ

ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
を
し
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
仕
事
を
す
る
上
で
、

ど
ん
な
仕
事
に
ど
れ
だ
け
の

お
金
を
使
う
の
か
を
決
め
た

も
の
が
「
予
算
」
で
す
。

　

予
算
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
に
関
係
の
深
い
「
一

般
会
計
」と
、国
民
健
康
保
険

や
公
共
下
水
道
会
計
な
ど
、決

め
ら
れ
た
１
つ
の
事
業
だ
け

を
経
理
す
る
「
特
別
会
計
」、

病
院
や
水
道
の
よ
う
に
事
業

を
独
立
採
算
制
で
行
っ
て
い

る
「
企
業
会
計
」
の
３
つ
が

あ
り
ま
す
。
一
般
会
計
の
予

算
額
は
、
３
㌻
上
段
の
表
に

あ
る
よ
う
に
、
２
１
０
億
２

０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比

2.8
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
に
入
っ
て
く
る
お
金
、

「
歳
入
」
の
主
な
も
の
は
、

歳
入
の
約
50
％
を
占
め
る
市

税
収
入
で
、
固
定
資
産
税
の

評
価
替
え
に
よ
る
減
収
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し

て
３
億
円
減
の
１
０
５
億
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

国
庫
支
出
金
は
、
主
に
子
ど

も
向
け
手
当
の
見
直
し
に
伴

い
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、使
わ
れ
る
お
金「
歳

出
」で
は
、障
害
者
自
立
支
援

や
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
な
ど
の
社
会
保
障
関

連
経
費
を
は
じ
め
、
雨
水
調

整
池
な
ど
の
整
備
に
伴
う
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
の
増
額
を
見
込
む
一
方
、

職
員
の
退
職
手
当
を
含
む
人

件
費
総
額
や
市
債
の
元
利
償

還
金
が
大
幅
に
減
額
と
な
る

ほ
か
、
国
の
施
策
で
あ
る
子

ど
も
向
け
手
当
の
見
直
し
を

反
映
さ
せ
、
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
全
部
で
６

つ
の
会
計
が
あ
り
、
予
算
総

額
は
、
6.5
％
増
の
１
６
２
億

５
７
０
０
万
円
。
ま
た
、
病

院
と
水
道
の
企
業
会
計
は
、

前
年
度
比
1.4
％
減
の
43
億
５

１
５
５
万
９
０
０
０
円
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
全
会
計
を
合

わ
せ
た
蕨
市
全
体
の
予
算
総

額
は
、
前
年
度
に
比
べ
0.8
％

増
の
４
１
６
億
２
８
５
５
万

９
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

９
円
で
、
２
つ
合
わ
せ
て
市

税
の
約
85
％
に
当
た
り
ま
す
。

　

一
方
、
市
民
１
人
当
た
り

に
使
わ
れ
る
お
金
は
、
28
万

９
８
４
７
円
と
な
り
ま
す
。

主
な
内
訳
は
、介
護
や
福
祉
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
事
業
に

使
う
民
生
費
が
最
も
多
く
、

前
年
よ
り
１
１
４
３
円
増
の

13
万
４
２
３
７
円
、
以
下
、

道
路
や
公
園
、
下
水
道
の
整

備
な
ど
を
行
う
土
木
費
が
３

万
３
８
９
５
円
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
助
成
や
交
通

安
全
対
策
な
ど
の
事
業
を
行

う
総
務
費
が
３
万
１
７
５
５

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
は
2.8
％
減
の

２
１
０
億
２
０
０
０
万
円

　

一
般
会
計
予
算
を
、
今
年

１
月
１
日
現
在
の
人
口
、
７

万
２
５
２
１
人
を
基
に
、
市

民
１
人
当
た
り
で
計
算
し
た

の
が
下
の
図
で
す
。

　

ま
ず
、
市
民
１
人
が
負
担

す
る
市
税
の
合
計
は
、
１
人

当
た
り
14
万
４
７
８
６
円
で
、

前
年
よ
り
４
１
６
３
円
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。内
訳
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
所
得
な
ど

に
応
じ
て
納
め
て
い
た
だ
く

市
民
税
が
６
万
７
２
１
９
円
、

固
定
資
産
税
が
５
万
６
５
４

市
全
体
の
予
算
総
額
は

約
４
１
６
億
２
８
５
０
万
円

市
民
１
人
に
使
わ
れ
る

お
金
28
万
９
８
４
７
円

単位＝千円、％

単位＝千円

単位＝千円、％

単位＝千円、％

科 　目 本 年 度 前 年 度 比   較 市民１人
当たり（円）

１世帯
当たり（円）

市 税 10,500,000 10,800,000 △ 300,000 144,786 291,424
地 方 譲 与 税 120,000 120,000 0 1,655 3,331
利子割交付金 20,000 25,000 △ 5,000 276 555
配当割交付金 15,000 10,000 5,000 207 416
株式等譲渡所
得 割 交 付 金 2,000 2,000 0 27 55

地 方 消 費 税
交 付 金 550,000 550,000 0 7,584 15,265

自動車取得税
交 付 金 35,000 35,000 0 483 971

地方特例交付金 48,000 106,000 △ 58,000 662 1,332
地 方 交 付 税 1,600,000 1,500,000 100,000 22,062 44,407
交通安全対策
特 別 交 付 金 10,000 11,000 △ 1,000 138 278

分 担 金 及 び
負 担 金 202,768 197,931 4,837 2,796 5,628

使 用 料 及 び
手 数 料 255,261 254,734 527 3,520 7,085

国 庫 支 出 金 3,418,908 3,743,005 △ 324,097 47,144 94,891
県 支 出 金 922,277 974,898 △ 52,621 12,717 25,597
財 産 収 入 84,304 74,978 9,326 1,162 2,340
寄 附 金 200 300 △ 100 3 6
繰 入 金 1,020,909 871,663 149,246 14,077 28,335
繰 越 金 150,000 150,000 0 2,068 4,163
諸 収 入 865,373 970,491 △ 105,118 11,933 24,018
市 債 1,200,000 1,233,000 △ 33,000 16,547 33,306
合　　　　計 21,020,000 21,630,000 △ 610,000 289,847 583,403

科　　目 本　年　度 前　年　度 比　　較 市民１人
当たり（円）

１世帯
当たり（円）

議 会 費 257,990 287,762 △ 29,772 3,557 7,160

総 務 費 2,302,925 2,863,799 △ 560,874 31,755 63,917

民 生 費 9,735,018 9,650,358 84,660 134,237 270,192

衛 生 費 1,877,611 1,873,480 4,131 25,891 52,112

労 働 費 36,829 57,112 △ 20,283 508 1,022

農林水産業費 8,304 7,551 753 114 231

商 工 費 248,832 249,343 △ 511 3,431 6,906

土 木 費 2,458,112 2,252,098 206,014 33,895 68,224

消 防 費 758,416 839,133 △ 80,717 10,458 21,050

教 育 費 1,881,016 1,898,572 △ 17,556 25,938 52,207

公 債 費 1,320,646 1,499,882 △ 179,236 18,211 36,654

諸 支 出 金 104,301 120,910 △ 16,609 1,438 2,895

予 備 費 30,000 30,000 0 414 833

合　　　計 21,020,000 21,630,000 △ 610,000 289,847 583,403

　各表は平成24年度の一般会計、特別会計、企業会計とその合計表で
す。どれも前年度と比較してありますから、対比しながら御覧くださ
い。一般会計では、市民１人当たりと１世帯当たりも計算しています

会　　　計　　　名 本 年 度 前 年 度 伸び率

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 7,697,000 7,500,000 2.6 
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 2,441,000 1,963,000 24.4 
錦町土地区画整理事業特別会計 1,314,000 1,287,000 2.1 
中央第一土地区画整理事業特別会計 19,000 18,000 5.6 
介 護 保 険 特 別 会 計 4,023,000 3,815,000 5.5 
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 763,000 687,000 11.1 

合　　　　　計 16,257,000 15,270,000 6.5 

会　計　名 予算科目 本  年  度 前  年  度 伸 び 率

病 院 事 業 会 計 収益的支出 3,104,014 3,098,219 0.2 
水 道 事 業 会 計 収益的支出 1,247,545 1,314,897 △ 5.1 
合 計 4,351,559 4,413,116 △ 1.4 

会　計　名 本  年  度 前  年  度 伸 び 率

一 般 会 計 21,020,000 21,630,000 △2.8 
特 別 会 計 16,257,000 15,270,000 6.5 
企 業 会 計 4,351,559 4,413,116 △ 1.4 
合　　　　　　計 41,628,559 41,313,116 0.8 

　　 平成24年度一般会計：210億2000万円 （人口72,521人　世帯36,030／平成24年１月１日現在で計算）

■特別会計

■企業会計

■総合計

単位＝千円

軽自動車税

392円

市たばこ税

7,033円

都市計画税

13,593円

固定資産税

56,549円

市 民 税

67,219円

市税総額
１人当たり

144,786円

市
民
１
人
が
負
担

す
る
税
金

民 生 費

134,237円

歳出総額
１人当たり

289,847円

市
民
１
人
に
使
わ

れ
る
市
の
お
金

労働費ほか

1,036円

諸支出金

1,438円

商 工 費

3,431円

議 会 費

3,557円

消 防 費

10,458円

公 債 費

18,211円

衛 生 費

25,891円

教 育 費

25,938円

総 務 費

31,755円

土 木 費

33,895円

（歳　入） （歳　出）

未来を担う子どもたちの健やかな成長を応援します

　

平
成
24
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
月
は
、２
㌻
か
ら
９
㌻
に
わ
た
っ
て
、

新
年
度
予
算
と
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。ま
ず
２
㌻
か
ら
３
㌻
で
は
、予
算
の
概
要
と
市
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
に
密
着
し
た
、一
般
会
計
予
算
を
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
し
て
ご
説
明
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
予
算
概
要
と

　
市
民
１
人
当
た
り
の
予
算

特集：新年度予算①
平成24年度予算の概要
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■市民と市長の面会日／毎月第１木曜日　今月は５日　ただし５月は10日　午後１時～５時　希望されるかたは秘書広報課（☎433･7701）まで■埼玉県自転車の安全な利用の促進に関する条例施行／交通ルールを守って安全なまちづくりの推進を　詳細＝安全安心推進課（☎433･7755）

　

防
災
対
策
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
安
心
を
最
優
先

に
、
学
校
体
育
館
の
耐
震
化

と
大
規
模
改
修
を
、
平
成
25

年
度
ま
で
の
２
年
間
で
進
め

ま
す
。ま
ず
、東
小
・
西
小
・

南
小
・
塚
越
小
の
体
育
館
の

耐
震
化
と
大
規
模
改
修
の
費

用
と
し
て
、
約
４
億
３
０
０

０
万
円
を
23
年
度
の
補
正
予

算
に
前
倒
し
で
計
上
し
、
今

年
度
に
工
事
を
実
施
。
他
の

小
学
校
３
校
と
、
一
中
・
東

中
は
、
今
年
度
、
耐
震
補
強

等
工
事
設
計
委
託
料
を
計
上

し
、
25
年
度
の
工
事
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
工

事
に
係
る
費
用
は
、
市
の
負

担
を
減
ら
す
た
め
、
国
の
補

助
金
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
園
の
耐
震
化

に
向
け
、
新
耐
震
基
準
以
前

に
建
て
ら
れ
た
、
さ
く
ら
・

み
ど
り
・
さ
つ
き
保
育
園
の

耐
震
診
断
も
実
施
し
ま
す
。

　

更
に
、
市
内
に
37
あ
る
自

主
防
災
組
織
に
対
し
て
助
成

金
な
ど
を
交
付
し
、
地
域
の

蕨
の
ま
ち
づ
く
り
支
え
る

新
あ
っ
た
か
プ
ラ
ン
６
つ
の
柱

　

こ
こ
、５
㌻
か
ら
９
㌻
で
は
、「
あ
っ
た
か
市
政
」を
推
進
さ
せ
る
た
め
の
、主

な
重
点
施
策
に
つ
い
て
、６
つ
の
柱
に
沿
っ
た
具
体
的
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲防災訓練で地域の助け合いの力を高める下蕨南町会自主防災会の皆さん（3月18日）

│
│
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
１

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

ら
た
め
て
、
犠
牲
と

な
ら
れ
た
か
た
が
た

に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
被
災
者
の
皆
様

に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
蕨
市
で
は
、

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、

防
災
無
線
で
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
黙
祷と

う

を
呼
び
か
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
日

も
早
い
復
旧
、
復
興
を
願
っ

て
、
引
き
続
き
、
被
災
地
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
線

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
こ

う
し
た
前
例
の
な
い
事
態
へ

の
対
応
で
は
、
市
長
の
決
断

と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要

で
あ
り
、
空
間
放
射
線
量
の

基
準
を
国
よ
り
厳
し
く
定
め

対
応
す
る
と
と
も
に
、
学
校

給
食
の
食
材
に
つ
い
て
も
、い

ち
早
く
放
射
性
物
質
の
検
査

を
行
う
な
ど
、市
民
、と
り
わ

け
子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心

を
最
優
先
に
対
応
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
と
も
、
必
要
な

対
応
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

│
│
３
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業

が
あ
り
ま
す
か
。

１
の
「
安
全
安
心
の

ま
ち
」
で
は
、
学
校

校
舎
耐
震
化
の
完
了
に
続
き
、

地
域
の
避
難
所
に
も
な
る
学

校
体
育
館
に
つ
い
て
、
耐
震

化
と
床
や
ト
イ
レ
な
ど
の
大

規
模
改
修
を
合
わ
せ
て
、
24

年
度
か
ら
の
２
か
年
で
完
了

さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
水
道
管

の
耐
震
化
や
地
域
の
助
け
合

い
の
力
を
高
め
る
た
め
、
自

主
防
災
組
織
に
対
し
、
１
団

体
20
万
円
の
特
別
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。

　

第
２
の
「
に
ぎ
わ
い
と
活

力
あ
る
ま
ち
」
で
は
、
昨
年

策
定
し
た
中
心
市
街
地
活
性

化
計
画
の
本
格
的
な
実
施
を

目
指
し
、
空
き
店
舗
有
効
活

用
事
業
の
拡
充
や
歴
史
民
俗

資
料
館
分
館
の
有
効
活
用
に

向
け
た
計
画
づ
く
り
、
町
会

の
ご
み
ゼ
ロ
運
動
参
加
者
に

地
元
商
店
で
使
え
る
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
創
設
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
中
仙
道
蕨
宿
開
設
４

０
０
周
年
記
念
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

第
３
の
「
子
ど
も
と
お
年

寄
り
、
障
害
者
に
優
し
い
ま

ち
」
で
は
、
多
く
の
市
民
が

望
ん
で
い
る
市
内
３
か
所
目

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
を
、
市
内
民
間
企
業
と

の
協
働
で
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
猛
暑

か
ら
児
童
・
生
徒
の
健
康
を

守
る
た
め
、
23
年
度
の
小
学

校
に
続
き
、
中
学
校
に
エ
ア

コ
ン
を
整
備
し
ま
す
。

│
│
平
成
24
年
度
は
、
ど
の

よ
う
に
市
政
を
進
め
ら
れ
ま

す
か
。

つ
の
基
本
方
針
で
進

め
ま
す
。１
つ
目
は
、

新
し
い
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
示

し
た
蕨
の
ま
ち
の
３
つ
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
具
体
的
な
形
に
す

る
重
点
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
、
２
つ
目
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
更
な
る
協
働
に
よ

り
、
地
域
の
絆
を
深
め
、
ふ

る
さ
と
蕨
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
、
３
つ
目
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
な
か
、
引
き
続
き
、
市
財

政
の
健
全
化
を
進
め
る
こ
と

で
す
。

ふるさと蕨の発展に向け
平成24年度の予算を編成

特集：新年度予算②

　ここ４㌻では、賴
より

髙
たか

英
ひで

雄
お

蕨市長に、平成24年度の市政運
営や当初予算編成の考え方などについてお聞きしました。

市長に聞く
市政運営と

予算編成の考え方

あ

│
│
最
後
に
、
今
年
度
の
市

政
に
取
り
組
む
決
意
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

長
と
し
て
、
防
災
対

策
な
ど
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
将
来
を
見
据
え
た
市

政
の
改
革
に
も
し
っ
か
り
取

り
組
み
、日
本
一
小
さ
な
市
・

蕨
の
よ
さ
を
生
か
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る

ふ
る
さ
と
蕨
づ
く
り
に
、
全

力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
市
政
運
営

と
予
算
は
『
広
報
蕨
・
増
刊

号
』
賴
髙
市
長
の
施
政
方
針

表
明
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

▲今年度予算と市政運営を語る賴髙市長

３

第

市

学
校
体
育
館
の
耐
震
化

一
般
会
計
予
算（
主
な
事
業
）

議
会
費

議
員
共
済
会

５
２
、４
８
９

総　　　　　務　　　　　費

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
ル
ー
タ
設
置
等

９
７
１

庁
舎
改
修
工
事
監
理
委
託
料

６
、１
７
４

☆

庁
舎
改
修
工
事

１
７
７
、６
０
０

自
動
車
購
入

２
、３
３
９

◆

職
員
採
用
試
験

２
、９
６
０

◆

新
人
事
評
価
制
度
研
修

９
９
４

市
長
交
際
費

１
、５
０
０

国
際
交
流
事
業

３
、９
０
０

☆
◎

防
犯
灯
設
置
等
工
事

６
、１
８
０

新
◎

自
主
防
犯
組
織
活
動
補
助
金

２
、５
０
０

番
組
制
作
委
託
料

２
３
、７
７
９

（
仮
称
）総
合
振
興
計
画
策
定
基
礎
調
査
委
託
料

７
、５
０
８

◎
◆
「
市
民
参
画
及
び
協
働
を
推
進
す
る
条
例
」
周
知
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

３
８
９

拡

情
報
処
理
業
務
委
託
料

１
４
、３
６
４

宛
名
シ
ス
テ
ム
等
修
正
委
託
料

２
、２
２
６

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
配
線
整
備
委
託
料

３
、５
６
９

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
借
上
料

１
０
、１
０
８

◆

協
働
の
職
員
研
修

５
０

新
◎
◆
安
全
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
奨
励
費

１
、０
０
０

拡

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
交
付
金

２
、５
２
０

町
会
補
助
金

１
０
、３
５
８

町
会
街
灯
電
気
料
補
助
金

９
、３
２
２

町
会
街
灯
維
持
管
理
費
補
助
金

３
、１
９
１

町
会
掲
示
板
設
置
費
補
助
金

９
７
７

安
全
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

１
７
、０
０
０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
特
別
整
備
事
業
補
助
金

１
０
、０
０
０

交
通
安
全
指
導
員
の
立
哨
指
導

１
、０
８
０

☆

交
通
安
全
施
設
整
備
工
事

９
、９
３
０

駅
前
自
転
車
等
対
策
業
務
委
託
料

４
９
、０
３
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
業
務
補
助
金

４
６
、７
６
２

市
民
会
館
指
定
管
理
料

７
１
、９
０
４

☆

市
民
会
館
改
修
工
事

９
、３
５
０

税
・
証
明
書
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

７
、９
３
８

市
税
等
収
納
員

１
０
、３
０
５

新
＝
新
規
事
業　

拡
＝
拡
充
事
業　

◎
＝
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
項
目

◆
＝
わ
ら
び
地
域
力
発
揮
プ
ラ
ン
項
目　

☆
＝
工
事
請
負
費

単
位
＝
千
円　
　
　

防
災
、
防
犯
、
環
境
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど

安
全
安
心
、
環
境
に
優
し
い
蕨
へ

▼ 特集：新年度予算③
主な施策と事業の紹介

６
ペ
ー
ジ
ヘ
続
く

　災害時は、地域の助け合
いがたいせつです。そのた
めには、日頃の訓練や備蓄
品の整備など､ 備えが必要
です。自主防災会ごとに交
付されるお金で、必要な防
災用品を補充していきます。

平
ひら

山
やま

 英
ひで

夫
お

さん
南町４丁目・71歳

地域の防災に交付金自
主
防
災
組
織
へ
助
成



【　　】6【　　】7

→より補助額が異なります 審査あり 申し込み･詳細＝５月15日までに県環境部みどり再生課（さいたま市浦和区高砂3-15-1 ☎048･830･3190）■みどりの埼玉づくり県民提案事業募集／ＮＰＯや地域団体などによる自然観察会・植栽活動など緑の再生に取り組む活動を支援　事業に→

助
け
合
い
の
力
を
高
め
る
た

め
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
ほ

か
、
水
道
管
の
更
な
る
耐
震

化
や
わ
ら
び
公
園
地
下
の
雨

水
調
整
池
築
造
工
事
な
ど
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

８
ペ
ー
ジ
ヘ
続
く

総務費

コ
ン
ビ
ニ
収
納
取
扱
手
数
料
等

３
、１
５
６

滞
納
管
理
シ
ス
テ
ム

８
、１
９
７

住
民
基
本
台
帳
法
改
正
関
連　

臨
時
職
員

１
、５
６
０

戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム

１
２
、８
０
７

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

５
、１
６
６

民　　　　　生　　　　　費

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
補
助
金

１
３
、１
２
７

◆

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

６
０
、０
０
０

市
民
葬（
委
託
料
・
式
場
使
用
料
）

３
６
、７
１
７

福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム

１
７
、４
１
３

福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

１
７
、６
４
０

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
費

１
３
、３
９
２

☆

交
流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら
改
修
工
事

５
、１
３
０

新

障
害
者
相
談
員

８
２

拡

自
立
支
援
給
付
費

５
０
８
、３
４
３

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
補
助
金

２
１
、７
８
８

障
害
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
金

１
、７
０
０

紙
お
む
つ
給
付
費（
障
害
者
）

３
、０
２
４

福
祉
タ
ク
シ
ー
給
付
費

５
、８
３
５

福
祉
自
動
車
燃
料
給
付
費

２
、２
６
８

障
害
者
通
所
施
設
利
用
者
負
担
軽
減
補
助
金

３
、１
４
４

重
度
障
害
者
世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
金

８
４
０

在
宅
重
度
障
害
者
手
当

７
６
、０
０
８

自
立
支
援
医
療
費

１
２
４
、８
０
０

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
費

１
４
０
、２
１
５

あ
す
な
ろ
学
園
運
営
費
負
担
金

２
１
、６
０
２

特
別
支
援
学
校
等
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
金

４
、７
０
４

心
身
障
害
者
地
域
デ
イ
ケ
ア
事
業
補
助
金

２
、３
１
０

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
家
賃
等
補
助
金

１
、２
０
０

生
活
ホ
ー
ム
事
業
補
助
金

９
２
０

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ド
リ
ー
マ
松
原
指
定
管
理
料

５
１
、８
０
３

新

多
機
能
型
事
業
所
ス
マ
イ
ラ
松
原
指
定
管
理
料

５
７
、７
６
６

敬
老
祝
金

５
６
、１
３
０

高
齢
者
世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
金

１
０
、８
４
８

福
祉
入
浴
委
託
料

１
５
、０
１
１

訪
問
理
美
容
・
福
祉
理
美
容
委
託
料

１
１
、３
８
９

紙
お
む
つ
給
付
費（
高
齢
者
）

１
２
、８
５
２

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
軽
減
助
成
金

２
８
、１
６
２

24
時
間
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料

３
７
、７
８
３

福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
借
上
料

２
、３
２
８

在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当

４
、８
０
０

◆

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
金

１
４
、２
０
０

社
会
福
祉
法
人
寧
幸
会
補
助
金

１
２
、７
７
０

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
委
託
料

６
、３
５
５

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ハ
ウ
ス
松
原
指
定
管
理
料

１
９
、７
７
２

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
料

１
７
、７
８
０

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
、２
９
８
、１
５
３

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

６
２
１
、５
３
４

後
期
高
齢
者
医
療
療
養
給
付
費
負
担
金

３
９
８
、６
０
２

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

１
３
０
、８
１
２

人
間
ド
ッ
ク
等
受
診
費
補
助
金

４
、６
０
０

保
養
施
設
宿
泊
利
用
助
成
金

１
、２
０
０

子
ど
も
の
た
め
の
手
当
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

８
、１
９
０

▲明治時代の面影を残す歴史民俗資料館分館（宿場まつりでの様子）

　

防
犯
対
策
で
は
、
町
会
を

は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
、
警
察
の
一
体
と
な
っ
た

活
動
に
よ
り
、
23
年
中
の
市

内
の
犯
罪
件
数
は
、
前
年
比

で
約
18
％
減
少
し
、
県
内
の

犯
罪
発
生
率
ワ
ー
ス
ト
２
位

か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。そ
こ
で
、更
な
る
防

犯
対
策
の
推
進
に
向
け
、
自

主
防
犯
組
織
に
対
す
る
防
犯

用
品
購
入
費
の
一
部
を
補
助

す
る
予
算
を
、
新
た
に
２
５

０
万
円
計
上
し
た
ほ
か
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
１
０
０
基
の
設

置
や
安
心
歩
行
エ
リ
ア
整
備

工
事
も
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策

設
備
等
設
置
費
補
助
金
と
し

て
、
５
０
０
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
居
住
す

る
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
た
場
合
、
10

万
円
を
補
助
す
る
ほ
か
、
太

陽
熱
温
水
器
の
設
置
や
ガ
ス

を
燃
料
と
す
る
高
効
率
給
湯

器
の
設
置
に
５
万
円
の
補
助

を
行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

昨
年
度
、
３
店
舗
の
出
店

に
つ
な
が
る
な
ど
成
果
の
あ

っ
た
、
空
き
店
舗
有
効
活
用

事
業
の
増
額
を
は
じ
め
、
中

央
５
丁
目
の
歴
史
民
俗
資
料

館
分
館
を
文
化
と
食
の
交
流

拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
委

託
料
と
し
て
１
０
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
は
、中
仙
道
蕨

宿
開
設
４
０
０
周
年
で
す（
詳

細
は
10
〜
11
㌻
参
照
）。実
行

委
員
会
が
中
心
に
取
り
組
む

記
念
事
業
に
対
す
る
支
援
と

し
て
１
０
０
万
円
を
計
上
し

た
ほ
か
、
歴
史
民
俗
資
料
館

で
も
、
４
０
０
周
年
を
記
念

す
る
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

防
犯
対
策
を
更
に
強
化

空
き
店
舗
の
有
効
活
用

歴
民
分
館
交
流
拠
点
に

　

他
に
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
の
普
及
に
向
け
た

講
座
や
、
専
門
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
よ
る
起
業
に
向
け
た

支
援
を
は
じ
め
、
住
宅
改
修

に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
、
住
宅
改
修
資
金
助
成

金
を
増
額
す
る
ほ
か
、
昨
年

度
、
節
電
に
よ
り
実
施
を
見

送
っ
た
、
蕨
駅
西
口
広
場
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
に
切
り
替
え
、に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
事
業
に
４
２

０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
子
育
て
支
援
の
充

実
に
向
け
、
保
育
時
間
が
午

後
６
時
ま
で
の
留
守
家
庭
児

童
指
導
室
で
、
指
導
員
の
人

数
が
確
保
で
き
し
だ
い
、
午

後
７
時
ま
で
の
延
長
保
育
を

実
施
す
る
ほ
か
、
各
種
予
防

ワ
ク
チ
ン
の
う
ち
、
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
は
、
助
成
額
を
１
回

４
０
０
０
円
か
ら
７
０
０
０

円
に
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
１
回

４
０
０
０
円
か
ら
８
０
０
０

円
に
拡
充
し
ま
す
。

　

夏
の
猛
暑
か
ら
子
ど
も
た

ち
の
健
康
を
守
り
、
学
習
環

境
を
改
善
す
る
た
め
、
23
年

度
の
小
学
校
に
続
き
、
今
年

度
は
全
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
ま
す
。
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
電
力
需
給
を
考

慮
し
て
、
ガ
ス
方
式
を
採
用

し
ま
す
。
県
内
で
小
・
中
学

校
と
も
に
、
ほ
ぼ
全
て
の
普

通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備

し
て
い
る
自
治
体
は
少
な

く
、
先
進
的
な
取
り
組
み
と

い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
に
行

き
届
い
た
教
育
を
目
指
し
、

順
次
対
象
を
拡
大
し
て
き
た

35
人
程
度
学
級
を
、
小
学
校

全
学
年
で
実
施
す
る
ほ
か
、

ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
な
ど
も

開
催
し
て
い
き
ま
す
。

中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置

民　　　生　　　費

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
委
託
料

６
、６
７
３

緊
急
サ
ポ
ー
ト
事
業
委
託
料

８
８
２

ひ
と
り
親
世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
金

３
、６
０
０

児
童
扶
養
手
当

２
０
７
、８
８
８

こ
ど
も
医
療
給
付
費

２
１
９
、６
０
０

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給
付
費

１
３
、２
０
０

子
ど
も
手
当

１
９
１
、３
３
０

新

子
ど
も
の
た
め
の
手
当

９
１
９
、９
３
０

母
子
厚
生
保
障
年
金

４
、４
５
４

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
費

８
、４
７
８

拡
◎

留
守
家
庭
児
童
保
育
事
業

５
７
、１
６
６

☆

児
童
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

２
２
、７
０
０

児
童
相
談
事
業

２
、４
４
１

家
庭
保
育
室
委
託
料

５
０
、１
４
４

拡

保
育
園
臨
時
職
員

１
４
７
、０
０
１

一
時
的
保
育
事
業

１
６
、４
８
９

延
長
保
育
事
業

２
０
、８
５
７

拡

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

７
、４
１
５

新

保
育
園
園
庭
遊
具
点
検
委
託
料

２
３
７

☆

保
育
園
改
修
工
事

１
０
、０
０
０

新
◎
◆

保
育
園
耐
震
診
断
委
託
料

１
０
、９
９
４

民
間
保
育
園
管
理
運
営

７
２
、２
９
５

生
活
保
護
自
立
支
援
相
談
員　

２
、８
８
０

生
活
保
護
面
接
相
談
員

２
、６
７
７

生
活
保
護
費

２
、７
７
３
、６
１
４

衛　　　　　生　　　　　費

在
宅
当
番
医
制
運
営
委
託
料

４
、０
４
４

病
院
群
輪
番
制
病
院
等
運
営
費
負
担
金

１
９
、１
０
４

休
日
・
平
日
夜
間
急
患
診
療
所
運
営
費
補
助
金

１
８
、０
０
０

看
護
学
校
運
営
費
補
助
金

１
、８
０
０

健
康
わ
ら
び
21
計
画
策
定
事
業

２
、０
９
９

健
康
づ
く
り
事
業
委
託
料

１
、０
０
０

特
定
保
健
指
導
事
業

１
、０
０
５

健
康
診
査
委
託
料

１
１
、３
３
７

が
ん
検
診
等
委
託
料

６
３
、３
１
５

拡
◎

予
防
接
種
委
託
料

１
７
８
、４
１
６

歯
周
疾
患
検
診
委
託
料

３
、５
２
７

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
委
託
料

１
、７
０
１

拡

個
別
勧
奨
が
ん
検
診
委
託
料

９
、８
７
７

畜
犬
登
録
管
理
シ
ス
テ
ム
の
更
新

９
９
３

新
生
児
妊
産
婦
訪
問
指
導
委
託
料

２
、０
０
０

妊
婦
一
般
健
康
診
査
事
業

６
０
、８
３
７

フ
ッ
素
塗
布
委
託
料

１
、４
４
４

薬
品
廃
棄
委
託
料

１
、７
８
３

◎
◆

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
事
業

５
４
３

環
境
基
本
計
画
策
定
委
託
料

４
、８
３
０

新
◎

地
球
温
暖
化
対
策
設
備
等
設
置
費
補
助
金

５
、０
０
０

環
境
調
査
委
託
料

１
、２
５
５

総
合
健
康
診
査
委
託
料

５
４
、６
０
０

拡

自
立
支
援
給
付
費

３
３
、７
８
３

在
宅
重
度
障
害
者
手
当

６
、４
８
０

共
同
生
活
援
助
等
事
業
費
補
助
金

２
、８
８
６

保
健
セ
ン
タ
ー
修
繕
費

１
、０
０
９

地
域
活
性
化
、元
気
な
商
店
街
、文
化
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
蕨
へ

▼

子
育
て
支
援
、
教
育
の
充
実
な
ど　

　
　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
蕨
へ

▼

▲小学校に続き、今年度は全中学校にエアコンを設置（第一中学校２年２組）

　空き店舗有効活用事業は、
出店者だけでなく、周囲の
商店にも相乗効果があると
思います。商店会の一員で
ある私も、日曜日の夕方の
催しなどを通して、まちを
盛り上げていきたいです。

沖
おき

田
た

 勝
かつ

夫
お

さん
錦町３丁目・30歳

若い力で元気な蕨を

▲住宅用太陽光発電システム設置費などに補助金

　中学校の教室にエアコン
が入れば、暑さの厳しい夏
も快適に過ごせそうです。
特に、受験を控える３年生
にとって、より集中して勉
強に取り組める環境が整う
のはうれしいことですね。

金
かな

村
むら

 綺
あや

音
ね

さん
中央２丁目・14歳

進む学習環境の整備

太
陽
光
発
電
へ
補
助
金

住
宅
改
修
助
成
金
ほ
か

全
学
年
で
35
人
程
度
学
級

ワ
ク
チ
ン
助
成
拡
充
ほ
か

蕨
宿
開
設
４
０
０
周
年
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衛 生 費

排
水
路
清
掃
委
託
料

３
、３
０
０

蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
負
担
金

５
８
８
、５
３
７

塵
芥
処
理
事
業

２
９
９
、７
９
６

市
立
病
院
事
業
会
計
負
担
金

２
５
０
、０
０
０

労
働
費

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
預
託
金

３
０
、０
０
０

農林水産業費

拡

フ
ァ
ミ
リ
ー
菜
園
指
導
委
託
料

１
４
０

拡
◎
◆
わ
ら
び
り
ん
ご
育
成
事
業
費
補
助
金

１
０
０

商工費
拡
◆

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

４
９
０

蕨
商
工
会
議
所
補
助
金

９
、９
０
０

小
規
模
企
業
指
導
相
談
事
業
補
助
金

４
、０
０
０

商
店
街
街
路
灯
電
気
料
補
助
金

４
、８
０
０

商
店
街
活
性
化
事
業
費
補
助
金

２
、８
０
０

◎

空
き
店
舗
有
効
活
用
事
業
補
助
金

２
、４
０
０

◎

住
宅
改
修
資
金
助
成
金

１
、５
０
０

拡
◆

観
光
行
事
委
託
料

１
２
、７
０
０

拡

駅
西
口
広
場
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾
委
託
料

４
、２
０
０

観
光
協
会
補
助
金

１
、９
５
０

小
口
事
業
資
金
融
資
等
利
子
補
給
金

１
、４
０
０

中
小
企
業
経
営
合
理
化
資
金
融
資
預
託
金

７
０
、０
０
０

小
口
事
業
資
金
融
資
預
託
金

１
０
０
、０
０
０

◎

中
心
市
街
地
活
性
化
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
委
託
料

１
、０
０
０

消
費
生
活
相
談

３
、２
６
０

土　　木　　費

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金

１
、２
０
０

狭
隘
道
路
拡
幅
整
備
事
業

８
、３
１
１

上
戸
田
川
整
備
事
業
負
担
金

２
、７
９
６

測
量
委
託
料

１
２
、５
０
０

☆

舗
装
道
等
補
修
工
事

３
４
、９
４
０

◎
◆
中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
見
直
し
委
託
料

７
、７
４
９

◎
◆
駅
西
口
地
区
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
委
託
料

４
、５
１
５

旭
町
前
谷
線
整
備
工
事
委
託
料

３
、４
８
７

県
道
整
備
工
事
負
担
金（
旭
町
前
谷
線
）

１
１
、１
６
４

◎

錦
町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

８
７
７
、６
９
０

中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

１
８
、８
９
８

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

１
、０
９
９
、３
６
６

公
園
等
修
繕
費

８
、３
１
８

◎
◆
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
花
の
配
送

４
０
５

公
園
等
維
持
管
理
委
託
料

３
４
、６
９
５

公
園
等
清
掃
委
託
料

１
３
、１
６
１

公
園
関
係
環
境
整
備
委
託
料

１
２
、０
０
０

公
園
・
歩
道
緑
地
帯
自
主
管
理
団
体
助
成
金

２
、８
８
６

新

わ
ら
び
公
園
実
施
設
計
委
託
料

７
、０
３
５

☆

公
園
等
整
備
工
事

８
、０
０
０

街
路
樹
等
樹
木
管
理
委
託
料

１
２
、３
３
８

拡

緑
化
推
進
関
係
環
境
整
備
委
託
料

３
、５
０
０

消防費　　
新

消
防
緊
急
指
令
装
置
部
分
更
新

７
、４
２
８

救
急
救
命
士
教
育
訓
練
事
業
負
担
金

１
、６
９
０

☆

消
防
庁
舎
等
改
修
工
事

１
、６
５
０

消
防
団
員
報
酬

５
、０
０
２

拡

消
防
団
運
営
交
付
金

３
、４
４
９

高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新

２
２
、８
８
４

拡

災
害
対
策
用
備
蓄
品
費

９
、８
７
２

新

放
射
線
測
定
器
保
守
委
託
料

２
５
２

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
健
康

に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
入
所
希
望
者
が
多

く
、急
務
の
課
題
で
あ
っ
た
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整

備
を
、
市
内
民
間
企
業
と
の

　

ま
た
、
一
定
年
齢
に
達
し

た
人
を
対
象
に
無
料
ク
ー
ポ

ン
を
発
行
し
て
、
勧
奨
通
知

を
し
て
い
る
個
別
勧
奨
が
ん

検
診
に
つ
い
て
は
、
子
宮
頸け

い

が
ん
と
乳
が
ん
検
診
に
加
え
、

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
て
新

た
に
大
腸
が
ん
検
診
も
実
施

し
ま
す
。

協
働
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
民
有
地
の
所
有

者
に
奨
励
金
を
交
付
し
、
新

た
な
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
誘
致
を
図
る
も
の
で
、
南

町
２
丁
目
に
約
２
５
０
０
平

方
㍍
の
土
地
を
所
有
す
る
、

㈱
Ｏ
Ｋ
Ｉ
プ
ロ
サ
ー
ブ
の
協

力
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

　

今
後
、㈱
Ｏ
Ｋ
Ｉ
プ
ロ
サ

ー
ブ
が
社
会
福
祉
法
人
に
土

地
を
貸
し
付
け
、
社
会
福
祉

法
人
が
約
90
床
の
個
室
ユ
ニ

ッ
ト
型
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
建
設
を
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
市
で
は
、

平
成
26
年
度
中
の
開
設
に
向

け
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

個
別
が
ん
検
診
の
拡
充

　

他
に
も
、
第
２
次
健
康
わ

ら
び
21
計
画
を
策
定
す
る
ほ

か
、障
害
者
福
祉
で
は
、総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ハ
ー

ト
松
原
」
と
「
レ
イ
ン
ボ
ー

松
原
」が
、障
害
者
自
立
支
援

法
に
基
づ
く
新
体
系
施
設
へ

移
行
し
、
多
機
能
型
事
業
所

「
ス
マ
イ
ラ
松
原
」と
し
て
開

設
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
定
員

を
80
人
に
増
員
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
で
は
、
第
５
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
介
護
給
付
費
の
伸
び
な

ど
に
よ
り
、
介
護
保
険
料
を

基
準
額
で
月
額
３
９
０
０
円

か
ら
４
５
０
０
円
に
改
正
し

ま
し
た（
詳
細
は
12
㌻
参
照
）。

南
町
２
丁
目
に
90
床
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

市
財
政
の
健
全
化
で
は
、

長
引
く
景
気
の
低
迷
や
少
子

高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、

自
治
体
財
政
は
た
い
へ
ん
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
全

国
的
に
共
通
す
る
税
の
落
ち

込
み
に
加
え
て
、
蕨
市
固
有

施
策
を
展
開
し
な
が
ら

市
財
政
の
健
全
化
推
進

の
課
題
と
し
て
、
戸
田
競
艇

の
配
分
金
も
、
24
年
度
は
３

億
円
と
過
去
最
低
と
な
り
、

平
成
８
年
の
21
億
２
５
０
０

万
円
と
比
べ
て
18
億
円
以
上

少
な
い
額
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、市
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
施
策
に
取
り
組
み

な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
４

年
間
で
市
の
借
金
を
３
６
３

億
円
か
ら
３
３
３
億
円
に
約

30
億
円
削
減
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
新
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

も
、
更
に
10
億
円
以
上
の
債

務
削
減
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

24
年
度
に
お
い
て
は
、
人

件
費
で
約
１
億
円
の
減
少
を

見
込
む
な
ど
、今
後
も
、経
費

削
減
の
努
力
を
行
い
、
債
務

残
高
を
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
ト
を
付
与
す
る
も
の
で
、

６
月
の
「
ク
リ
ー
ン
わ
ら
び

市
民
運
動
」か
ら
、こ
の
制
度

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、現
在
、市
民
参
画
協

働
の
た
め
の
条
例
制
定
に
向

け
、
市
民
懇
談
会
を
開
催
し

て
お
り
、
今
年
度
中
の
制
定

を
目
指
す
な
か
で
、こ
の
条
例

制
定
に
合
わ
せ
、
協
働
に
向

け
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る

事
業
提
案
制
度
を
創
設
す
る

ほ
か
、
ふ
る
さ
と
蕨
を
応
援

す
る
た
め
の
、「
ふ
る
さ
と
わ

ら
び
応
援
基
金
条
例
」
を
制

定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

蕨
の
優
れ
た
地
域
力
を
生

か
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
で
は
、
町
会
の
地
域

貢
献
活
動
に
対
す
る
ポ
イ
ン

ト
制
度
に
、
新
た
に
１
０
０

万
円
の
予
算
を
計
上
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、㈳
蕨
市
に
ぎ
わ

い
ま
ち
づ
く
り
連
合
会
が
行

っ
て
い
る
「
く
ら
し
の
ポ
イ

ン
ト
制
度
」
と
連
携
し
、
町

会
の
地
域
貢
献
活
動
に
対
し

て
、
地
元
商
店
で
使
え
る
ポ

地
域
活
動
ポ
イ
ン
ト
制
度

災
害
対
策
用
備
品

２
、２
２
４

新
◎

自
主
防
災
組
織
育
成
特
別
交
付
金

７
、４
０
０

教　　　　　育　　　　　費

ス
ク
ー
ル
支
援
員

７
、０
９
８

拡

特
別
支
援
教
育
支
援
員

５
、４
６
０

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
委
託
料

３
、０
０
０

心
の
観
劇
事
業
委
託
料

１
、０
８
０

拡

外
国
人
英
語
指
導
助
手
派
遣
委
託
料

１
３
、６
５
０

拡
◎

35
人
程
度
学
級

３
９
、１
４
０

さ
わ
や
か
相
談
事
業

６
、３
９
４

幼
稚
園
就
園
奨
励
費

６
７
、６
８
６

幼
稚
園
児
補
助
金

１
２
、２
４
０

小
学
校
警
備
委
託
料

４
、１
９
９

小
学
校
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
委
託
料

７
、２
１
３

◎

小
学
校
空
調
設
備
借
上
料

３
５
、８
４
９

☆

小
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

７
１
、１
６
０

◎
◆
小
学
校
体
育
館
耐
震
補
強
等
工
事
設
計
委
託
料

２
０
、９
０
０

校
務
用
パ
ソ
コ
ン
入
替

３
、０
２
９

児
童
用
教
材
教
具
・
備
品

１
４
、３
７
４

◎

児
童
用
図
書

２
、１
０
０

◎

中
学
校
空
調
設
備
借
上
料

２
７
、６
４
２

☆

中
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

１
５
、０
０
０

◎
◆
中
学
校
体
育
館
耐
震
補
強
等
工
事
設
計
委
託
料

２
３
、０
０
０

生
徒
用
教
材
教
具
・
備
品

９
、９
７
４

◎

生
徒
用
図
書

９
０
０

入
学
資
金

１
１
、４
０
０

奨
学
金

８
、５
２
０

生
涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

１
、９
０
４

合
宿
通
学
事
業
委
託
料

１
、１
０
０

協
働
の
学
び
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
委
託
料

４
、０
０
０

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

７
、８
０
０

文
化
活
動
事
業
助
成
金

１
、８
０
０

◎

文
化
ホ
ー
ル
く
る
る
等
文
化
・
芸
術
振
興
事
業
助
成
金

１
、０
０
０

青
少
年
野
外
活
動
奨
励
費

１
、６
５
０

☆

信
濃
わ
ら
び
山
荘
改
修
工
事

３
、４
３
０

文
化
ホ
ー
ル
く
る
る
指
定
管
理
料

２
６
、１
６
７

拡

公
民
館
臨
時
職
員　

託
児

６
５
６

公
民
館
講
座

２
、７
７
０

公
民
館
用
備
品

１
、５
２
０

☆

公
民
館
改
修
工
事

６
、５
４
０

旭
町
公
民
館
指
定
管
理
料

３
１
、３
５
５

図
書
館
書
誌
情
報
作
成
委
託
料

１
、１
７
６

☆

図
書
館
改
修
工
事

５
、４
９
０

歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員

５
、０
９
１

拡

歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
等
展
示
製
作
委
託
料

１
、６
１
７

◎

ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
推
進

２
２
１

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
更
新

３
、５
２
３

拡

体
育
大
会
委
託
料

１
、６
８
０

施
設
使
用
料
等（
民
間
温
水
プ
ー
ル
）

２
、５
７
３

市
民
体
育
館
指
定
管
理
料

３
５
、８
９
０

プ
ー
ル
指
定
管
理
料

１
１
、２
８
４

☆

プ
ー
ル
改
修
工
事

４
、９
０
０

給
食
調
理
等
業
務
委
託
料

８
６
、６
７
８

介
護
、
健
康
づ
く
り
、
障
害
者
福
祉
な
ど

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
蕨
へ

▼

▲今年度も皆さんの健康を支える事業を推進（市民体育館の健康体操教室）

▶
第
１
回
蕨
市
市
民
参
画
及
び
協
働
を

推
進
す
る
条
例
制
定
懇
談
会
の
様
子 市

民
と
の
協
働
を
本
格
的
に
進
め

心
が
通
い
合
い
、
み
ん
な
で
つ
く
る
蕨
へ

▼

引
き
続
き
、
市
財
政
の
健
全
化
を
進
め

持
続
可
能
な
都
市
・
蕨
へ

▼

　南町桜並木沿いに特別養
護老人ホームが出来るそう
で、とても喜んでいます。
健康維持に毎日２㌔のウ
オーキングをしていますが、
介護施設の充実は、万一の
ときの安心感が違いますね。

木
き

嶋
じま

　昇
しょう

さん
南町２丁目・84歳

安心広げる施設誘致
　市の国際交流事業を支え
る団体､ WICAに参加して
います。どんなことでもま
ちづくりに参加していけ
ば、住みよいまちにつな
がっていくはずです。でき
ることから始めませんか。

石
いし

井
い

 理
り

紗
さ

子
こ

さん
塚越７丁目・19歳

協働で住みよい蕨へ
　財政が厳しいなか、借金
を減らしていくのはすばら
しいことです。でも、支出を
減らすだけでなく、使うべ
きところにはお金を使う、
バランスのよい市政運営を
進めていってほしいです。

加
か

山
やま

 恵
え

梨
り

子
こ

さん
北町１丁目・29歳

効果的な財源活用を

▲特別養護老人ホーム予定地（南町２丁目）

ス
マ
イ
ラ
松
原
開
設
ほ
か

協
働
進
め
る
条
例
制
定
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大
宮
氷ひ

川か
わ

神
社
へ
お
出
か
け
の
際
、

本
陣
で
休
憩
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
て
江
戸
時
代
に
、
中
山

道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
蕨
の

ま
ち
は
、
塚
越
村
の
高た

か

橋は
し

新し
ん

五ご

郎ろ
う

が
開
発
し
た「
双ふ

た

子こ

織お
り

」が
、
江
戸

で
大
流
行
し
た
の
を
契
機
に
、
明

治
時
代
に
か
け
て
、
機
織
り
の
ま

ち
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

演
で
、皇
女
和
宮
が
降
嫁
の
際
に
、

本
陣
で
休
憩
し
た
と
き
の
こ
と
な

ど
、
貴
重
な
お
話
が
聞
け
る
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
会
場

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
人
は
、
10
日
か
ら
蕨
市
観

光
協
会
（
☎
434
・
５
６
０
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
五
街

道
の
１
つ
中
山
道
は
、
江
戸
か
ら

京
都
ま
で
を
結
ぶ
総
距
離
約
５
３

４
㌔
で
、
旅
人
が
足
を
休
め
る
宿

場
が
69
宿
あ
り
ま
し
た
。

　

江
戸
日
本
橋
か
ら
２
つ
目
の
宿

場
と
な
る
蕨
の
宿
場
町
は
、
現
在

の
中
山
道
本
町
通
り
約
１
㌔
に
わ

た
り
形
成
さ
れ
、
大
名
や
公
家
な

ど
が
江
戸
に
入
る
前
に
身
支
度
を

整
え
る
場
所
で
あ
っ
た
り
、
地
方

へ
帰
る
際
、
荒
川
を
渡
り
、
ほ
っ

と
一
息
す
る
場
所
で
あ
っ
た
り

と
、
た
い
へ
ん
な
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
開
設
時
期
は
諸

説
あ
り
ま
す
が
、慶け

い

長ち
ょ
う

17
年（
１
６

１
２
）が
有
力
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

天て
ん

保ぽ
う

14
年
（
１
８
４
３
）
の
蕨

宿
の
人
口
は
２
２
２
３
人
で
、
大

名
な
ど
が
休
泊
す
る
本
陣
が
２
軒
、

家
臣
な
ど
が
利
用
す
る
脇
本
陣
が

１
軒
、
庶
民
の
宿
泊
所
で
あ
る

旅は
た
ご籠
が
23
軒
あ
っ
た
ほ
か
、
た
ば

こ
屋
や
髪
結
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

職
業
の
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
山
道
を
利
用
し
た
大
名
は
30

か
ら
40
ほ
ど
で
、
本
陣
を
務
め
た

加か

兵へ

衛え

家（
現
・
岡お

か

田だ

家
）に
残
る

資
料
に
よ
る
と
、
老
中
・
水み

ず

野の

忠た
だ

邦く
に

や
皇
女
和か

ず
の
み
や
宮
な
ど
大
名
や
公
家

が
利
用
し
た
ほ
か
、
明
治
天
皇
も

一
読
く
だ
さ
い
。

　

中
山
道
に
は
、
今
も
古
い
家
や

蔵
が
並
び
、
そ
の
面
影
を
残
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
通
り
の
電
柱
や

段
差
を
な
く
す
な
ど
、
訪
れ
た
人

が
安
全
に
歩
け
る
よ
う
な
工
夫
も

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
域

の
皆
さ
ん
と
市
が
い
っ
し
ょ
に
考

え
、
整
備
し
た
街
並
み
で
す
。

　

同
地
域
で
は
中
山
道
に
人
偏
を

つ
け
た
「
中
仙
道
」
を
用
い
て
い

ま
す
。
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
を

た
い
せ
つ
に
し
、
人
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
４
０
０
年
の
歴
史
が
育
ん

だ
文
化
と
人
情
が
あ
ふ
れ
る
中
仙

道
蕨
宿
に
、
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

開
設
４
０
０
周
年
を
盛
大
に

ご
存
じ
で
す
か
蕨
宿
の
歴
史

▲記念すべき年を盛り上げ、未来へつなげようと、活発な意見が交わ
される「中仙道蕨宿開設400年特別委員会」。左手前が岡田正臣委員長

　

宿
場
で
栄
え
た
ま
ち
の
歴
史
を

今
に
伝
え
る「
宿
場
ま
つ
り
」。「
織

姫
道
中
パ
レ
ー
ド
」は
、当
時
の
大

名
行
列
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
ま
す
。

　

今
年
は
蕨
宿
開
設
４
０
０
周
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
中
仙
道
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
、
中
仙
道
蕨
宿

商
店
街
振
興
組
合
、
有
限
会
社
蕨

宿
、
中
仙
道
蕨
宿
倶
楽
部
の
皆
さ

ん
で
「
中
仙
道
蕨
宿
開
設
４
０
０

年
特
別
委
員
会
」（
左
上
写
真
）
を

設
置
し
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
記
念
事
業
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
29
日
の
「
苗
木
市
・
藤
ま

つ
り
」
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
を
皮
切
り
に
、
翌
30
日
は

午
後
１
時
か
ら
歴
史
民
俗
資
料
館

で
、「
蕨
宿
開
設
４
０
０
年
中
仙

道
昔
話
講
演
会
」が
開
か
れ
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
蕨
宿
と
皇
女
和
宮
」。

加
兵
衛
家
本
陣
の
ご
子
孫
、
岡
田

歴
史
を
知
っ
て
蕨
を
好
き
に

　

市
で
も
、
開
設
４
０
０
周
年
に

合
わ
せ
て
、
今
月
か
ら
當と
う

摩ま

源げ
ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
が
中
山
道
を
描
い
た
「
蕨

街
並
み
絵
は
が
き
」
と
、
わ
ら
び

文
庫「
蕨
の
歴
史 

蕨
い
ま
・
む
か

し 

そ
の
五
」
を
販
売
し
ま
す
。

文
庫
は
、
中
山
道
に
ま
つ
わ
る
話

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

　

歴
史
的
な
街
並
み
が
残
る
中
仙
道
蕨
宿
。
江
戸
時
代
に
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
由
緒
あ
る

地
域
で
す
。今
年
は
宿
場
開
設
４
０
０
周
年
の
節
目
に
当
た
り
ま
す
。そ
こ
で
今
月
は
、
蕨
宿

の
歴
史
を
ひ
も
と
き
、今
年
度
、年
間
を
通
し
て
行
わ
れ
る
記
念
事
業
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
仙
道
蕨
宿
が

　

開
設
４
０
０
周
年

特集：宿場の歴史を今に伝える

大
正
時
代
の

中
山
道
の
風
景

大
正
４
年 

大
門
町 

大
正
天
皇
即

位
の
御
大
典
を
お
祝
い
し
て
い
る

様
子
。大
門
町
は
隣
の
中
町
と
と
も

に
行
政
・
商
業
の
中
心
街
で
し
た

大
正
11
年　

中
町　

上
町
の
火
の

見
や
ぐ
ら
か
ら
戸
田
方
面
を
撮
影
。

た
く
さ
ん
の
商
店
が
並
び
、
買
い

物
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た

大
正
５
〜
10
年　

須
賀
町　

和
楽

備
神
社
合
祀
以
前
は
下
町
と
呼
ば

れ
た
地
域
。
写
真
右
手
前
は
明
治

２
年
に
開
か
れ
た
無
料
の
種
痘
所

大
正
11
年 

大
門
町 

摂
政
宮（
後

の
昭
和
天
皇
）
が
馬
に
乗
っ
て
中

山
道（
新
川
屋
前
）
を
ご
通
行

大
正
11
年　

上
町　

上
町
の
火
の

見
や
ぐ
ら
か
ら
旧
浦
和
方
面
を
撮

影
。当
時
、蕨
に
１
台
し
か
な
か
っ

た
自
動
車
が
写
っ
て
い
ま
す

當摩さんが描いた中山道が絵はがきに

　『広報蕨』で連載中の ｢蕨いま・
むかし｣のうち、平成５年４月から
11年10月まで掲載した全48話。定
価400円 販売＝市役所１階市民活
動推進室、または歴史民俗資料館

400円 販売＝市民
活動推進室､ また
は歴史民俗資料館

當
とう

摩
ま

 源
げん

一
いち

郎
ろう

さん・71歳
▲歴史民俗資料館に
展示してある蕨宿
1/200の模型 中山道69宿

日本橋

２番
蕨宿

京都

▶中仙道蕨宿
のキャラク
ター「わらじ
ろう」。旅ガラ
スをモチーフ
に平成元年に
作られました

眞ま

理り

子こ

さ
ん
と
同

館
職
員
に
よ
る
講

わらび文庫｢蕨の歴史 蕨いま･むかしその五｣

　平成22年度秋の歴
史民俗資料館特別展
で大好評だった ｢蕨
～街景色～當摩源一
郎展｣の中から、中山
道にまつわる作品を
10枚１セットにして
絵はがきにしました。
當摩さんは、地域の
皆さんが守り続けて
きた中山道の景観を
後世に伝えたいと、
街並みを描く際は、
できるだけ忠実に再
現することを、心が
けたそうです。
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生涯学習の祭典盛大に
　

３
月
10
日
、く
る
る
で「
生

涯
学
習
活
動
推
進
事
業
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
蕨

の
公
民
館
開
館
60
周
年
に
当

た
る
た
め
、
記
念
式
典
や
10

年
前
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の

開
封
、
全
公
民
館
利
用
団
体

に
よ
る
演
技
発
表
な
ど
が
盛

大
に
行
わ
れ
、
訪
れ
た
４
５

０
人
は
公
民
館
活
動
の
更
な

る
飛
躍
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

豪華ひな壇に拍手喝采
　

南
町
２
丁
目
の
高
齢
者
ク

ラ
ブ
・
三
楽
会（
土つ

ち

谷や

勝か
つ

子こ

会

長
・
会
員
54
人
）が
、
３
月
９

日
に
南
公
民
館
で
ひ
な
祭
り

会
を
開
き
ま
し
た
。注
目
は
、

会
員
が
毎
年
交
代
で
ふ
ん
す

る
お
ひ
な
様
。
40
年
以
上
続

く
同
会
の
伝
統
で
す
。
手
作

り
の
衣
装
を
身
に
着
け
、
披

露
さ
れ
る
と
、
会
場
は
拍
手

と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

巨大旗に託す83人の夢
　

３
月
６
日
、
西
小
学
校
の

６
年
生
が
縦
12
・
３
㍍
、横
24

㍍
の
ビ
ッ
グ
フ
ラ
ッ
グ
に
卒

業
記
念
の
書
き
込
み
を
行
い

ま
し
た
。
同
校
卒
業
生
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
ビ
ッ
グ
フ
ラ
ッ

グ
に
、
10
年
間
書
き
込
む
こ

の
催
し
は
、今
年
で
２
回
目
。

児
童
83
人
は
、
将
来
の
夢
や

感
謝
の
言
葉
な
ど
を
力
強
く

記
し
、思
い
を
託
し
ま
し
た
。

みんなで広げる絆の輪
　

地
域
の
外
国
人
と
日
本
人

の
触
れ
合
い
の
輪
を
広
げ
る

「
第
４
回
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」

が
３
月
18
日
、
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
、
６
か
国
、
96
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
震
災
に

関
す
る
ス
ピ
ー
チ
や
非
常
食

の
試
食
、
絆
を
テ
ー
マ
に
し

た
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、

防
災
意
識
を
高
め
な
が
ら
異

文
化
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

筋力トレーニングで介護予防（蕨サンクチュアリ）

ニュースポーツを体験
　

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目

的
と
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ア
」
が
３
月
11
日
、
市
民
体

育
館
で
開
か
れ
、
体
育
関
係

団
体
の
皆
さ
ん
６
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、

カ
ナ
ダ
発
祥
の
「
キ
ン
ボ
ー

ル
」
に
初
挑
戦
。
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

情報ダイヤル
掲載は無料です

問秘書広報課（緯433・7703）

〔譲ってください〕
▶キーボード（楽器）　持ち運べる大き
さの物を希望　取りに伺います　価格
は応相談〈長谷川・緯431・2541〉
〔無料で差し上げます〕
▶エレクトーン　取りに来てくれる人
〈村山・緯445・2661〉
〔仲間になりませんか〕
▶ハナミズキ（オカリナ）　①第1・3土
曜日　午後２時　②第４月曜日　午後２
時（講師指導あり）　南公民館　月2,500
円　初心者歓迎〈床次・緯432・2908〉
▶ニイハオサークル（中国語会話）　火
曜日　午後７時　東公民館　月2,000
円　見学大歓迎〈壷内・緯441・1072〉
▶蕨警察署少年剣道教室　火・木曜日
午後６時　小・中学生〈同署生活安全
課・折原・緯444・0110〉
▶蕨中東カンフークラブ　土曜日　午
前10時　中央東小学校　月3,000円　
５歳以上〈高橋・緯080・6690・2121〉
▶太極拳圓松会　月曜日　午前９時半
文化ホールくるる　月2,000円〈石井・
緯080・1353・7936〉
▶土曜ダンス教室　第１・３土曜日　
午後１時半　中央公民館　月2,000円
初心者歓迎〈戸田・緯444・3337〉
▶南囲碁クラブ　火曜日　午前９時半
南公民館　無料〈井上・緯442・0259〉
▶楊名時（太極拳）　土曜日　午後２時
半　蕨駅東口駅前ラ・セーヌビル　月
4,500円〈浦島・緯224・5915〉
▶蕨インドアテニスクラブ（硬式テニ
ス）　水曜日　午前９時　市民体育
館　月3,500円　経験者希望　コーチ
指導あり〈菊地・緯443・6611〉
〔参加しませんか〕
▶くるるダンスパーティ　７日・21日・
26日　午後１時　文化ホールくるる　
499円〈犬塚・緯441・7373〉
▶日帰り旅倶楽部　６月９日（土）　熊
谷・妻沼聖天さまとあじさい寺巡り　
1,000円　説明会あり〈岩本・緯090・
3431・4295〉
〔ご相談ください〕
▶蕨断酒会（酒害相談）　３日＝中央公
民館　11日＝南公民館　19日＝旭町公
民館　午後７時〈岡田・緯441・3172〉

ら
始
ま
っ
た
予
防
を
重
視
し

た
取
り
組
み
や
地
域
ケ
ア
体

制
の
整
備
な
ど
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
自

宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
か

た
が
、
短
時
間
の
定
期
巡
回

訪
問
な
ど
の
介
護
、
看
護
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
が
新
た
に
導
入
さ
れ
、

今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
保
険
適
用
さ
れ

る
福
祉
用
具
や
住
宅
改
修
な

ど
の
種
目
が
増
え
、
利
用
者

の
き
め
細
や
か
な
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
者
と
し
て
、
介
護
保

険
を
運
営
す
る
蕨
市
で
は
、

改
正
に
合
わ
せ
て
、「
第
５

期
蕨
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
計
画
の
な

リポート　そこが知りたい

〈80〉

　

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
を
社
会
全
体
で
支
え
よ
う

と
、
平
成
12
年
４
月
に
ス
タ

ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
。

よ
り
良
質
な
介
護
や
予
防
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
に
、
３
年
ご
と
に
見

直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
地
域

に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
重
点
を
置
き
、
18
年
か

を
設
け
る
な
ど
し
て
、
低
所

得
者
の
負
担
の
軽
減
に
努
め

ま
し
た
。

　

で
は
、
市
の
介
護
保
険
の

運
営
状
況
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
を
、要
介
護
・
要
支
援

者
数
と
給
付
費
の
推
移
（
右

下
表
参
照
）
を
基
に
、
ご
説

明
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
要
介
護
・

要
支
援
者
数
は
２
０
６
７
人

で
し
た
が
、
今
回
の
計
画
の

最
終
年
度
で
あ
る
26
年
度
の

見
込
み
は
２
４
３
７
人
。
こ

れ
に
伴
い
、
給
付
費
も
22
年

度
の
約
32
億
９
２
０
０
万
円

か
ら
26
年
度
に
は
、
約
43
億

２
５
０
０
万
円
と
約
31
％
の

伸
び
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
給
付
費
の
増

大
は
、
介
護
保
険
制
度
の
運

営
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
が
、

市
で
は
、
今
後
も
計
画
的
な

給
付
の
実
施
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
介
護
保
険
制
度

を
安
定
的
に
運
営
す
る
こ
と

で
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
よ
う
な
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
室

（
☎
433
・
７
８
３
５
）

高
齢
者
支
え
る
介
護
保
険
制
度
改
正

か
で
、
今
後
の
更
な
る
高
齢

者
の
増
加
に
伴
う
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
増
に
対
応
し

た
給
付
費
の
伸
び
を
踏
ま
え

て
、
65
歳
以
上
（
第
１
号
被

保
険
者
）
の
保
険
料
基
準
額

を
月
額
３
９
０
０
円
か
ら
４

５
０
０
円
に
改
定
し
ま
し
た
。

　

基
準
額
の
改
定
に
当
た
っ

て
は
、
介
護
保
険
準
備
基
金

を
ほ
ぼ
全
額
取
り
く
ず
し
て
、

で
き
る
限
り
、
保
険
料
の
上

昇
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、

保
険
料
段
階
に
新
た
な
区
分

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
介
護
保

険
制
度
。３
年
ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、４
月
か
ら
制
度
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
は
、そ
の
主
な
内
容
や
市
の
介
護
保
険
の
運
営
状
況
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

安心して暮らせるまちへサ
ー
ビ
ス
充
実
の
た
め

３
年
ご
と
制
度
見
直
し

よ
り
安
定
化
に
努
め
る

介
護
保
険
制
度
の
運
営

市
事
業
計
画
に
基
づ
き

保
険
料
基
準
額
の
改
定

仲
上
町
商
店
会

語 る 人

小
こ

高
だか

英
えい

二
じ

さん
北町１丁目・81歳

　

昭
和
36
年
に
発
足
し
た
仲な

か

上が
み

町ち
ょ
う

商
店
会
は
、
現
在
の
北

小
通
り
と
、
蕨
高
校
通
り
と

が
ぶ
つ
か
る
交
差
点
を
中
心

に
広
が
る
商
店
会
で
し
た
。

　

昔
の
写
真
は
、
昭
和
40
年

の
仲
上
町
商
店
会
を
、
前
述

の
交
差
点
付
近
か
ら
市
役
所

通
り
方
面
に
向
け
て
撮
影
し

た
も
の
で
す
。
発
足
当
時
、

20
店
だ
っ
た
加
盟
店
舗
が
、

こ
の
頃
に
は
30
店
に
増
え
、

写
真
の
右
側
だ
け
で
な
く
、

左
側
に
も
、
お
で
ん
屋
や
私

が
経
営
す
る
文
具
屋
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
商
店
が
軒
を
連

ね
て
い
ま
し
た
。
必
要
な
物

は
こ
こ
で
な
ん
で
も
そ
ろ
っ

た
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
で

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
私
の
店
に
も
、
放
課
後

に
は
北
小
学
校
や
蕨
高
校
の

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
大

行
列
で
し
た
。

　

今
の
写
真
は
、
現
在
の
様

子
で
す
。
文
具
店
は
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
店
だ
っ
た
場
所
に
移

り
ま
し
た
。
商
店
の
多
く
は

民
家
に
な
り
、
商
店
会
も
北

町
中
央
商
店
会
に
名
前
が
変

わ
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
面

影
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

いま むかし

－ 310 －

要介護・要支援者数と給付費の推移
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来
らい

翔
と
ちゃん

（５歳４か月）

来
くる

桃
み
ちゃん

（７か月）

松
まつ

田
だ

　賢
けん

二
じ

さん　
繭
まゆ

子
こ

さんの
長男・長女　 　
　　南町２丁目

居
心
地
が
よ
く
親
子
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
で
す

　

未
来
を
担
う
青
少
年
が
、

国
境
を
越
え
、
心
の
交
流
を

育
む
国
際
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
。

10
回
目
の
今
回
は
、
蕨
の
姉

妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
エ
ル
ド

ラ
ド
郡
や
友
好
都
市
ド
イ
ツ・

リ
ン
デ
ン
市
な
ど
海
外
の
青

少
年
を
蕨
に
お
招
き
し
て
、

交
流
会
や
群
馬
県
片か

た

品し
な

村
で

キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

●
青
少
年
募
集
／
８
月
１

日
〜
４
日
に
片
品
村
で
開
催

の
キ
ャ
ン
プ
で
、
海
外
や
同

村
の
青
少
年
と
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
交
流　

※
７
月
31
日
は

市
内
で
交
流
会
も
あ
り　

対

象
＝
お
お
む
ね
14
〜
17
歳
の

市
内
在
住
者
で
、事
前
研
修

や
報
告
会
に
参
加
で
き
る
人

定
員
＝
15
人　

費
用
＝
５
０

０
０
円　
選
考
＝
書
類
・
面
接

申
し
込
み
＝
24
日
ま
で
に
申

込
書
を
秘
書
広
報
課
へ
持
参
。

申
し
込
み
時
に
面
接
日
を
決

定　

※
申
込
書
は
学
校
、
公

民
館
、
同
課
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

　

●
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募

集
／
海
外
青
少
年
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
家
庭　

受
け
入
れ
期
間

＝
７
月
27
日
〜
８
月
７
日　

※
左
表
参
照
（
８
月
１
日
〜

４
日
は
、
青
少
年
は
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
）

　

●
国
際
交
流
事
業
実
行
委

員
会
委
員
募
集
／
市
の
国
際

交
流
事
業
に
興
味
の
あ
る
か

た
、
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
ま

せ
ん
か
。
申
し
込
み
・
詳
細

＝
い
ず
れ
も
秘
書
広
報
課

（
緯
433
・
７
７
０
１
）

蒼
そう

汰
た
ちゃん

（８か月）

五
い

十
が

嵐
らし

　元
げん

太
た

さん　
絵
え

梨
り

香
か

さんの
二男　　　　

　　北町４丁目

→ての無料法律相談を実施　当日直接会場へ　ところ・詳細＝埼玉弁護士会法律相談センター（さいたま市浦和区高砂4‒2‒1　☎048・710・5666）■遺言の日記念相続問題相談会／14日　午後１時～４時（受付は午後３時半まで）　15日の遺言の日を記念して弁護士による遺言や相続につい→

ワ
ラ
ビ　

あ
っ
、
お
隣
の
赤

ち
ゃ
ん
と
Ａ
子
さ
ん
だ
。

Ａ
子
さ
ん　

こ
ん
に
ち
は
。

今
日
は
、「
バ
ン
ビ
ー
」で
子

育
て
の
相
談
を
し
て
き
た
の
。

お
母
さ
ん　

先
月
、
交
流
プ

ラ
ザ
さ
く
ら
内
に
開
設
さ
れ

た
市
内
３
か
所
目
の
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ね
。

Ａ
子
さ
ん　

こ
れ
ま
で
は
、

北
町
地
区
に「
こ
っ
こ
ぴ
よ
」、

塚
越
地
区
に
「
プ
チ
プ
チ
」

が
あ
っ
た
け
ど
、
近
く
に
出

来
て
便
利
に
な
っ
た
わ
。

ワ
ラ
ビ　

地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
っ
て
ど
う
い
う
こ

と
を
す
る
の
？

Ａ
子
さ
ん　

経
験
豊
か
な
職

員
の
か
た
が
、
子
育
て
の
相

子
育
て
相
談
や
仲
間
づ
く
り
に
ご
利
用
を

平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
開
館

談
に
乗
っ
て
く
れ
た
り
、
利

用
者
ど
う
し
の
交
流
の
場
に

な
っ
た
り
す
る
の
よ
。

お
母
さ
ん　

あ
と
、
児
童
館

や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
耳

寄
り
な
情
報
も
聞
け
る
の
よ
。

私
も
ワ
ラ
ビ
が
小
さ
い
頃
に
、

よ
く
利
用
し
て
い
た
わ
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。

Ａ
子
さ
ん　

初
め
て
の
子
育

て
で
不
安
が
あ
る
し
、
近
所

に
頼
れ
る
親
族
も
い
な
い
か

ら
、
と
て
も
心
強
い
わ
。

お
母
さ
ん　

育
児
に
は
、
子

ど
も
の
成
長
と
と
も
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不
安
な
ど

が
出
て
く
る
わ
。
そ
ん
な
と

き
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
人

が
い
る
と
助
か
る
わ
ね
。

ワ
ラ
ビ　

中
に
入
っ
て
み
よ

う
よ
。
交
流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら

の
２
階
に
あ
る
ん
だ
ね
。

職
員　

こ
ん
に
ち
は
。
先
月

に
開
設
し
て
か
ら
、
多
く
の

か
た
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

お
母
さ
ん　

明
る
く
て
開
放

的
な
雰
囲
気
ね
。

職
員　

通
常
の
利
用
に
加
え

て
、誕
生
日
会
を
開
い
た
り
、

季
節
の
催
し
な
ど
も
行
っ
た

り
し
ま
す
よ
。

お
母
さ
ん　

に
ぎ
や
か
で
楽

し
そ
う
。
交
流
も
深
め
ら
れ

る
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
も
で
き
る
わ
ね
。

職
員　

ま
た
、
隣
に
あ
る
、

く
る
み
保
育
園
の
庭
で
園
児

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ

親と子の
ニュースの
小窓

地域子育て支援センター
「バンビー」が

交流プラザさくら内に開設 楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
「
私
は
切
迫
早
産
と
診
断

さ
れ
、
早
め
の
入
院
。
で
も

治
療
の
結
果
、
予
定
日
よ
り

５
日
遅
れ
て
の
出
産
で
し
た
。

心
配
し
て
い
た
こ
と
が
う
そ

の
よ
う
に
、
体
重
４
３
３
２

㌘
の
元
気
い
っ
ぱ
い
な
蒼
汰

が
生
ま
れ
て
く
れ
ま
し
た
」

と
、
母
親
の
絵
梨
香
さ
ん
。

父
親
の
元
太
さ
ん
も
、「
兄
の

汰た
い

我が

も
ミ
ル
ク
を
あ
げ
た
が

る
な
ど
弟
が
大
好
き
。
み
ん

な
で
順
番
に
い
な
い
い
な
い

ば
あ
を
し
て
、
蒼
汰
が
笑
う

の
を
見
て
喜
ん
で
い
ま
す
。

蒼
汰
は
家
族
を
明
る
く
し
て

く
れ
る
存
在
で
す
ね
」
と
、

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－480－

　市では、子育て世代の皆さんをよ
りいっそう応援していこうと、先月、
市内３か所目の地域子育て支援セン
ター「バンビー」を交流プラザさく
ら（南町２-21-２）内に開設しまし
た。育児相談や仲間づくりなどの場
に、同センターをご利用ください。

り
も
し
ま
す
よ
。

ワ
ラ
ビ　

子
ど
も
ど
う
し
も

仲
よ
く
な
れ
る
ん
だ
。

お
母
さ
ん　

相
談
や
授
乳
な

ど
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
設

け
ら
れ
て
い
る
の
ね
。

職
員　

は
い
。
ど
ん
な
こ
と

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
内
容
に
よ
っ
て
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
や
保
育
園
な

ど
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

対
応
し
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　
「
バ
ン
ビ
ー
」
は
、

い
つ
開
い
て
い
る
の
？

職
員　

平
日
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
で
、
ど
な

た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

お
母
さ
ん
や
お
父

さ
ん
た
ち
の
味
方
だ
ね
。

職
員　

悩
み
や
不
安
な
ど
を

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
子

育
て
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で

す
ね
。

蕨市アウトメディア宣言

　

３
月
16
日
、
南
小
学
校
で
、「
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
」が
開
か
れ
ま
し
た
。１
人
１

回
１
０
０
㍍
ず
つ
、ク
ラ
ス
全
員
で
42
・

１
９
５
㌔
を
リ
レ
ー
で
つ
な
ぐ
こ
の
競

技
に
挑
戦
し
た
の
は
、
卒
業
を
控
え
た

６
年
生
88
人
。目
標
は
、マ
ラ
ソ
ン
男
子

の
世
界
記
録
２
時
間
３
分
38
秒
で
す
。

励
ま
し
合
い
な
が
ら
平
均
14
回
ず
つ
を

走
り
、最
後
は
大
歓
声
の
な
か
ゴ
ー
ル
。

１
位
が
２
時
間
４
分
24
秒
と
、
３
ク
ラ

ス
と
も
目
標
に
あ
と
一
歩
届
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、「
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て
よ

か
っ
た
」と
、口
を
そ
ろ
え
る
子
ど
も
た

ち
。小
学
校
生
活
の
最
後
に
、ま
た
１
つ
、

た
い
せ
つ
な
思
い
出
が
増
え
ま
し
た
。

子どもクラブ絆深まる42．195㌔

南小学校

７月27日
　　～30日

家庭プログラム・
市内見学など

　　　31日 青少年交流

８月１日
　　～４日

群馬県片品村で
キャンプ

５日
　　～７日 家庭プログラム

わ
ら
び
国
際
青
少
年
キ
ャ
ン
プ

in
片
品
　
参
加
者
募
集

優しさの「環境行動」

　

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
（
戸
田
市
美
女
木
９

８
０
）で
は
、季
節
ご
と
に
花

壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
楽
し
く
花
と
触

れ
合
い
な
が
ら
、
花
壇
作
り

花
と
親
し
む
奉
仕
活
動

や
植
物
に
つ
い
て
学
べ
、
花

の
苗
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
取
材
に
訪
れ
た
３
月

22
日
に
は
、
11
人
の
皆
さ
ん

が
自
主
的
に
パ
ン
ジ
ー
な
ど

の
手
入
れ
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
見
る
人
に
も
楽
し
ん
で
も

ら
え
れ
ば
」と
、汗
を
流
す
皆

さ
ん
。
こ
う
し
た
活
動
が
花

い
っ
ぱ
い
の
環
境
づ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
春
の

活
動
は
、
11
日
・
25
日
・５
月

９
日
・
23
日
の
午
後
１
時
〜

３
時
。
１
日
の
み
の
参
加
も

可
能
で
す
。
皆
さ
ん
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
＝
電

話
で
蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー

組
合
（
緯
421
・
２
８
０
１
）

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
バ
ン

ビ
ー
」（
緯
442
・
３
６
１
２
）

前回の国際青少年キャンプinエルドラド
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広
報
蕨　

七
二
八
号　

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

今
回
描
か
れ
て
い

る
の
は
、
北
町
３
丁

た
蕨
宿
。
そ
の
中
心
部
の

街
並
み
は
、南
北
10
町（
約

１
０
９
０
㍍
）
で
、
大
名

や
公
家
が
休
泊
す
る
本
陣
、

主
に
家
臣
な
ど
が
利
用
す

る
脇
本
陣
、
ま
た
、
庶
民

が
宿
泊
す
る
旅は

た
ご籠
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、

た
ば
こ
屋
や
髪
結
い
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
宿
場
の
周
囲
に
設
け
ら

れ
て
い
た
の
が
、
幅
９
尺

（
約
2.7
㍍
）、
深
さ
１
尺

（
約
90
㌢
）
の
用
水
堀
で

す
。
見
沼
代
用
水
の
水
を

利
用
し
て
い
た
堀
は
、
外

部
か
ら
の
侵
入
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
防
火
用
水
の
役

割
も
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

目
の
跳は

ね
橋ば

し

で
す
。
江
戸
時

代
後
期
に
旅
籠
を
営
ん
で
い

た
德と

く

丸ま
る

家
の
東
側
に
残
っ
て

い
る
跳
ね
橋
は
、
堀
を
渡
る

た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
は
、
早
朝
に
橋
を
下
ろ

し
て
、
夕
方
に
な
る
と
一
斉

に
跳
ね
上
げ
、
外
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
夕
方
の
同
時
刻

に
は
、
宿
場
の
出
入
り
口
に

設
置
し
て
い
た
木
戸
も
封
鎖

し
た
た
め
、
夜
の
蕨
宿
は
閉

ざ
さ
れ
た
空
間
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

か
つ
て
、
市
内
の
数
か
所

に
残
っ
て
い
た
跳
ね
橋
も
、

現
存
す
る
の
は
德
丸
家
の
物

（
下
写
真
）
だ
け
と
な
り
、

宿
場
町
の
歴
史
を
伝
え
る
貴

重
な
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

跳ね橋を楽しみに訪れる観光客もいます

山
道
の
宿
場
町
と

し
て
、
栄
え
て
い

中
中山道

まち歩き
No.12

北町３丁目の跳ね橋

絵／當
とう

摩
ま

 源
げん

一
いち

郎
ろう

さん

北町３丁目

德
とく

丸
まる

 平
へい

太
た

郎
ろう

さん

Check！

　橋の板を取り替える
などして、代々、守り
続けてきた跳ね橋。次
世代を担う子どもたち
に中山道の歴史を継承
するためにも、今後も
残していきたいですね。

国
道
17
号

↓
京
東

り
通
町
本
道
山
中

三学院

市役所

蕨郵便局

中央小

德丸家

跳ね橋

●

●

●

●●

通
り
沿
い
の
ス
ギ
タ
ホ
ー
ル

（
中
央
１
‐
３
‐
13
）で
、
難

病
患
者
や
家
族
な
ど
に
よ
る

作
品
展
が
開
か
れ
ま
す
。絵
画

や
絵
手
紙
、陶
芸
な
ど
40
点
が

展
示
さ
れ
る
会
場
は
、
患
者

や
来
場
者
の
交
流
の
場
に
も

な
り
ま
す
。
開
催
を
呼
び
か

け
た
の
は
高
橋
喜
代
美
さ
ん

（
42
歳
・
中
央
３
丁
目
）で
す
。

　

強
い
不
安
か
ら
不
要
な
行

為
を
繰
り
返
す
強
迫
性
障
害
。

イ
ン
ス
リ
ン
を
投
与
し
な
い

と
２
、
３
週
間
で
死
に
至
る

１
型
糖
尿
病
。
全
身
に
激
痛

が
走
る
原
因
不
明
の
難
病
、

線
維
筋
痛
症
。現
在
、高
橋
さ

ん
が
抱
え
る
三
重
苦
で
す
。

　

将
来
を
悲
観
し
、
眠
り
に

就
く
と
き
「
い
っ
そ
こ
の
ま

ま
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
…
」

と
、思
い
詰
め
て
い
た
30
代
。

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
病

気
を
受
け
入
れ
、
前
向
き
な

気
持
ち
に
な
り
始
め
た
６
年

前
、高
橋
さ
ん
は
、知
人
の
勧

め
で
絵
画
教
室
に
通
い
始
め

ま
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た

の
は
同
じ
よ
う
な
病
気
を
抱

え
る
仲
間
た
ち
。
励
ま
し
合

う
こ
と
で
、
忘
れ
か
け
て
い

た
笑
顔
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　
「
絵
に
愛
情
を
注
げ
る
か

ら
」
と
、
高
橋
さ
ん
が
描
く

の
は
、
大
好
き
な
家
族
や
動

物
で
す
。こ
の
と
き
だ
け
は
、

強
迫
性
障
害
か
ら
解
放
さ
れ

る
唯
一
の
時
間
だ
そ
う
で
す
。

　

作
品
展
で
は
、
愛
情
詰
ま

っ
た
絵
画
９
点
の
ほ
か
、
病

気
と
闘
う
自
分
を
表
現
し
た

詩
集
も
出
品
し
ま
す
。「
自
分

を
さ
ら
け
出
し
、
難
病
に
苦

し
む
仲
間
と
作
品
展
を
開
く

こ
と
で
、
皆
さ
ん
を
励
ま
せ

た
ら
」と
、思
い
を
語
る
高
橋

さ
ん
。
作
品
展
の
テ
ー
マ
は

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
。
同
展

を
通
じ
て
患
者
の
悩
み
や
病

気
へ
の
偏
見
が
な
く
な
る
こ

と
が
高
橋
さ
ん
の
願
い
で
す
。

輝いていま  ひと
難病患者の作品展発起人   　

作
品
展
通
じ
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ

高
たか

橋
はし

 喜
き

代
よ

美
み

 さん

月
６
日
か
ら
８
日
ま

で
、
蕨
駅
西
口
駅
前

今


